
  ブルークローバー・キャンペーン 2015（古作クリニック） 

   

 

 古作クリニックは、群馬県伊勢崎市にある本院と 3つの分院からなる、泌尿器

科を中心とした医療施設です。当クリニックでは 2015年 10月 19日から 24日に

かけて本院と分院の外来窓口にポスターを掲示し、パンフレット・バッジを置き、ブ

ルークローバー・キャンペーン活動を展開いたしました（写真）。 

 古作クリニックでは全体で 5人の泌尿器科専門医が常勤しておりますが、看護

師さんや医療スタッフとともに、主に外来患者さんやその家族の方々を対象として

PSA採血による前立腺がんスクリーニングの意義や有用性、早期発見による適

切な治療について個別にお話いたしました。また、少数ながら電話での問い合わ

せに対しても時間を設けて対応いたしました。 

今回のキャンペーンを通して、前立腺がん患者さんの増加に伴い、身内や知

人に前立腺がんの治療を受けた、または治療継続中、という方が以前より明ら

かに多くなっており、前立腺がんという病気そのものの認知度が高くなっていること

を実感しました。また、前立腺がんは男性だけの病気ですが、ご本人だけでなく、

奥様・娘さんなどの周囲の女性に病気を理解していただくことが、結果的に対象

者本人のPSA検査および前立腺がんへの理解を深めていただくことにつながるん

だな、という印象を強く持ちました。 

                        （文責  古作クリニック  山本 巧） 



 

 


